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グランプリ

埼玉県下水道局

中川水循環センターの汚泥消化・
バイオガス発電システム導入

PR ポイント!
　バイオガスを民間事業者に売却した利益は、中川流域市町の了解の下、一部を県に帰属し、流域全体の
利益につながる将来を見据えた取組に活用することとしました。
　こうした自主財源を、今後の温室効果ガス削減に資する汚泥肥料化や創エネルギー事業の実施などに活
用するため、知恵を絞って参ります。

受賞事例の概要
流域下水道の課題

課題解決へ向けた取り組み



受賞事例の概要

　中川水循環センターの汚泥消化設備は、流域下水道の施設としては全国最大規模
であるため、検討開始から工事完成まで長い時間がかかっています。
　施設整備にあたっては、この間に開発された大型鋼板製消化槽や、汚泥の高濃度
濃縮機など最新の技術を順次取り入れたことで、当初計画よりもコンパクトで効率
の良い設備となり、効果的に温室効果ガスの削減を図ることができました。
　この施設で得られる収益を、未来のよりよい下水道のために活用していきたいで
すね。埼玉県中川下水道事務所

所長　大島　智
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取組のポイント


